
日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7

●◆■休館日 ●図書ボラ ◆どんぐりの会 ●おはなし会
（山田おはなしの会）

8 9 10 11 12 13 14

●かみーるシネマ ●◆■休館日 ●図書ボラ ●乳幼児健診
 　ブックスタート

◆図書ボラ

15 16 17 18 19 20 21

●おはなし会 ●◆■休館日 ●図書ボラ ●◆■
館内整理日

22 23 24 25 26 27 28

●◆■休館日 ●図書ボラ ◆図書ボラ

29 30 1 2 3 4 5

●◆■休館日

どんぐりの会

時間：10：30～11：30

場所：子育てセンターびらふ
対象：あかちゃん／保護者

6/5（木）

様々な方が参加いただけ

るおはなし会を開催して

います。絵本との出会い

をお楽しみください。

2025年6月

香美市立図書館 かみーる

香北分館

物部分館図書館だより

香美市立図書館 2025年6月号
（TEL）0887-53-0301

（TEL）0887-52-8080

（TEL）0887-52-9295

おはなし会

かみーる おはなし会

時間：11：00～

場所：おはなしのへや
対象：どなたでも

山田おはなしの会

時間：11：00～

場所：おはなしのへや
対象：どなたでも

3館共通休館日

月曜 ・ 祝日

第３木曜 ・ 年末年始

◆香北 ■物部

午前９時 ～午後５時

（閉館 正午～午後1時）

●かみーる

火曜日～金曜日 午前１０時 ～午後７時

土曜日 ・ 日曜日 午前１０時 ～午後６時

6/15（日）6/7（土）

香美市のふるさと納税返礼品、「かざれるき」

シリーズを使った、ぬくもりあふれる展示です。

「かざれるき」シリーズとは、絵本を出版する

株式会社フレーベル館が香美市に提案し、そこに

市の子ども家具・玩具工房の株式会社「なかよし

ライブラリー」が加わって、３者共同で開発され

ました。かわいいイスと机には木枠がついており、絵本を飾ることができます。

パネル展示では、やなせさんの世界観や優しい

人柄について書かれています。

これまでの歩み、生み出した世界、妻暢さんや

高知とのつながりについて詳しく知ることができ

ます。さまざまな角度から、やなせさんの人生に

触れられる展示です。

６月初旬より別パネルへ入れ替えるので、ご覧になりたい方はお早めにどうぞ。

© やなせたかし

「かざれるき」と パネル展示



参加費｜無料

申込み｜不要

2025.6/8

かみーるシネマ

『岬のマヨイガ』（アニメ映画）

13：00～（104分）

『梅切らぬバカ』（邦画）

15：00～（77分）

日

ある事情で家を出た17歳のユイと、

両親を事故で亡くしたショックで声

を失った8歳のひより。2人はふしぎ

なおばあちゃん・キワさんと出会い、

古民家マヨイガに住むことに。

ある日、やさしい妖怪たちがキワ

さんを訪ねてきて…。

山田珠子は、自閉症を抱える息子・

忠男と二人暮らし。

庭にある梅の木の枝は伸び放題で、

隣の家からは苦情が届いていた。ある

日グループホームの案内を受けた珠子

は、悩んだ末に忠男の入居を決める。

親子の絆と深い愛を描く。

次回8月予定

課題図書が入りました！

第71回青少年読書感想文全国コンクールの課題図書が入りました。

貸出が集中する夏休みの前に、お早めの読破がおすすめです。

『ライオンのくにのネズミ』 『ぼくのねこポー』

『ともだち』 『ワレワレはアマガエル』

『ふみきりペンギン』 『バラクラバ・ボーイ』

『たった２℃で…地球の気温上昇がもたらす環境災害』

『ねえねえ、なに見てる？』

『ぼくの色、見つけた！』 『森に帰らなかったカラス』

『マナティーがいた夏』

『とびたて！みんなのドラゴン難病ＡＬＳの先生と日明小合唱部の冒険』

『わたしは食べるのが下手』 『スラムに水は流れない』

『鳥居きみ子家族とフィールドワークを進めた人類学者』

『銀河の図書室』 『夜の日記』

『「コーダ」のぼくが見る世界聴こえない親のもとに生まれて』

布の絵本ってなに？

「布の絵本」とは、遊びの中ではずす・ひっぱる・むすぶ等の作動

学習を行う、絵本と教具・遊具を兼ね備えた本です。

さまざまな障がいのある子どもたちのために作られてきましたが、

障がいの有無に関わらず、すべての子どもが楽しく遊べる優れた絵本、

遊具として認められています。

かみーるでは、10冊を超える布の絵本を所蔵しています。先月おは

なしのへやコーナーへ引っ越しました。ぜひ手に取ってみてください。

※布の絵本は貸出できません。館内でお楽しみください。

小学校中学年の部

小学校高学年の部

小学校低学年の部

中学校の部

高等学校の部

詳しい内容はこちら

（読書感想文全国コンクール公式サイト）


